
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年９月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 15 寺  口  友  彦 

９日 

（月） 

2 11 清  塚  武  敏 

3 14 佐  藤     剛 

4 1 大  平     剛 

5 3 目  黒  哲  也 

6 4 吉  田  光  利 

7 22 阿  部  久  夫 

１０日 

（火） 

8 7 勝  又  貞  夫 

9 2 梅  沢  道  男 

10 6 田  中 せ つ 子 

11 12 鈴  木     一 

12 8 永  井  拓  三 

１１日 

（水） 

13 9 桑  原  圭  美 

14 13 岡  村  雅  夫 

15 5 中  沢  道  夫 

16 16 中  沢  一  博 

計  １６名 



 

 

 

 

 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間は答弁時間を含め 60 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

１ 第２次南魚沼市総合計画の中間見直しについて  

 

第２次南魚沼市総合計画中間見直しに、公共施設総合管理計画

を最上位と位置付けた考え方で臨むのかを伺う。  

 

 

２ 若者の移住・定住策の成果と問題点について 

 

若者の移住・定住策の平成 30 年度事業での成果と問題点を伺う。 

 

 

３ がん検診の受診率について 

 

   平成 30 年度の事業報告を見て、乳がん検診の受診率アップと若

い世代への受診枠拡大をどう考えるのか。  

 

 

４ 教員の働き方改革対策について 

 

   中学校の部活動指導員導入で教職員の時間外労働、休日労働は

改善されたのか伺う。 

議 席 

１５  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

１ 傷病者の円滑な救急搬送について 

 

 救急車による管内医療機関への搬送は、昨年は 3,188 人、１日

平均約 8.7 人である。救急車を要請する側は、いち早く救急車が

到着して、傷病者等を少しでも早く医療機関へ搬送していただき

たいと思っている。しかし、到着から、受け入れ側の医療機関と

の調整に比較的時間を要している場合がある。覚知から病院到着

までの時間短縮に向けた取り組み状況と、今後の考え方について

伺う。 

 

（１）消防署と医療機関の時間短縮等の改善に向けた取り組み状況

と今後の考え方は。 

（２）傷病者の状況等を医療機関とリアルタイムで共有できる「救

急医療支援システム」の情報通信技術（ＩＣＴ）活用で成果を

上げている自治体（横須賀市）もあるが考えは。  

（３）緊急時情報シート「救急医療情報キット」を市内で推奨し、

配布の拡大等をすることにより、素早い救急措置、搬送に繋が

ると考えるが、今後の市の対応は。 

 

 

２ 今後の健康・運動施設の整備は 

 

合併後、市では大原運動公園をはじめ、モンスターパイプ、石

打トレーニングセンター等が整備された。また今年は高校野球の

地区予選会も開かれ、大勢の応援の人たちに足を運んでいただい

た。そんな中で野球場のスコアボードのデジタル化と駐車場不足、

その他大和地域には施設がないことなど課題も出てきていると感

じる。今後の健康・運動施設の整備の考えを伺う。 

 

（１）スコアボードのデジタル化を含め、今後の大原運動公園２期

工事の考えは。 

（２）大和地域の健康増進及びトレーニング施設等の整備は。  

 

議 席 

１１  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

 １ 自立に向けた特別支援教育とその後の支援について  

    

（１）特別支援教育の自立、社会参加に向けた教育は卒業後生かさ

れているか。  

   ①総合支援学校高等部卒業後の進路状況は。 

   ②就労支援、就労移行等施設への希望を満たせる状況になって

いるか。 

 

 （２）共生社会実現に向けた就労への支援と環境整備を。 

   ①就労移行支援からの一般就労の移行率と移行後の支援は。 

   ②就労継続支援Ｂ型施設での作業の創出と工賃、一般就労の移

行率の現状は。 

   ③障がい者雇用の促進に向け、障がい者それぞれの状況、希望

にあう就労または作業のために、行政の役割として施設と企

業の間に入り調整やマッチングを図ることも必要でないか。  

 

 

 ２ 農地保全と土地利用の両立で地方創生の推進を  

    

（１）昨年 12 月、県から示された「県営かんがい排水事業等の実施

地区での受益地の除外に係る手続きの整理」は農振除外のチャ

ンスとなるか。 

 

 （２）基幹病院周辺の一部を受益地から外し農振除外の可能性をつ

くりながら、産業振興、雇用創出、生活環境の充実に向けられ

ないか。  

 

 （３）農転権限移譲を受け、農振除外のための具体的計画の呼び水

にできないか。 

 

 （４）「総合計画後期計画」、「総合戦略」及び「都市計画マスタープ

ラン」の改訂も迫っているが、改定計画に農地保全と土地利用

の両立による地域活性化を計画、施策として掲げ企業の進出を

促し、農振地域での必要な土地利用を進める必要があるのでは

ないか。 

議 席 

１４  

佐

藤

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

   街づくりにおけるバリアフリーについて 

 

（１）市内施設、道路等におけるバリアフリー化の進捗状況と今後

の方針は。  

 

（２）多目的トイレの整備状況と今後の見通しは。  

 

（３）南魚沼市店舗バリアフリー改装工事補助金の状況と今後の継

続、拡充について伺う。 

 

 

 

 

 

 

議 席 

１  

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

   南魚沼市のガストロノミー振興ついて 

 

   来月 10 月１日より 12 月 31 日の３か月間にかけて、「新潟県・

庄内エリアデスティネーションキャンペーン」が展開される。両

地域に共通する「食」「酒」等の魅力を中心に、食を育んだ歴史や

伝統、暮らし、風土といった背景と食で地域のストーリーを伝え

る仕組みづくりを日本海美食旅（日本海ガストロノミー）として

進めていくものである。 

   現代の旅のニーズは、「モノ」を推し、売る時代から、わざわざ

旅してまで食べたい「コト」と「トキ」に変わってきている。当

市は、南魚沼産コシヒカリの産地であることは言うまでもなく、

雪と共存する食文化を持ち、たくさんの発酵食、保存食が今も生

活に息づく質の高い食文化がある。 

   このデスティネーションキャンペーンの機会を最大限に生か

し、その効果を短期的なものではなく、その後に続くものとして

いくことが重要であり、官民が一体となった体制を構築し、効果

的な事業展開に取り組むことで、このデスティネーションキャン

ペーンを契機としたさらなる交流人口の拡大につなげていくチャ

ンスの時であると考える。 

   当市の課題は、磨かれず眠っている素材があることと磨かれた

観光素材を関連する産業に結びつけること、そして地域の総合プ

ロデューサー的な人材群であると考える。  

   そこで、以下について市長の考えを伺う。 

 

（１）南魚沼市におけるガストロノミーの展開はいかに。  

 

（２）観光に必要とされる人材群とその育成はいかに。  

 

（３）観光振興を展開していく組織体制はいかに。  

 

（４）六日町駅前ロータリーの利便性向上はいかに。  

 

議 席 

３  

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

１ ＧＡＰ（農業生産工程管理）の普及と拡大に向けた取り組みに 

 ついて 

 

南魚沼コシヒカリを代表とした南魚沼産農産物は先人たちの長

年のご苦労から南魚沼ブランドを築き上げ全国的に知らしめた。

しかしながら、取り巻く環境はおいしいことは当たり前となり、

全国的な競争はますます激化し、少し油断をすると容赦なく市場

の評価は下がる。また、ＴＰＰ・ＥＰＡなど、海外との経済連携

協定に備えることも大切であり、大きな課題と思う。市長の６月

議会の所信表明でも示されているＧＡＰへの取り組みによる安

全・安心の差別化が将来にわたり絶対必要と考える。そこで以下

について市長の所見を伺う。  

 

（１）南魚沼市管内の認証取得実績と申請状況はどうか。  

 

（２）普及に向けた推進会議の立ち上げ成果と手応えはどうか。  

 

（３）将来のブランド力向上と拡販に向け、認証取得前後への最大

限のアピールと支援が必要と思うが、どうか。  

 

 

２ 生活困窮者への支援について 

 

   生活困窮者への支援については、個人情報的なこともあり難し

い事業であるが、市としても多額の予算を計上し、きめ細かく対

応していることは理解している。限られた財源・スタッフの下、

より知恵を出した自立促進の取り組みが必要と考える。そこで以

下について市長の所見を伺う。 

 

 （１）生活保護世帯、被保護人員が年々増加傾向にあるが、どのよ

うに分析しているか。  

 

 （２）生活困窮者自立支援事業の支援効果はどのようになっている

か。  

 

 （３）改正子どもの貧困対策推進法に対し、南魚沼市の取り組みは

どうか。  

議 席 

４  

吉

田

光

利 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

１ 第二上田小学校の統合に係る今後の取り組みは 

 

全国的にも学校の統廃合が相次ぎ、廃校が増加している。毎年

500 校前後が廃校に至り、その 70％が活用され、未活用が 30％と

言われている。 

学校統合は、少子化に伴う児童の減少によるもので、残念なが

ら止めようもなく、また子どもたちの教育環境を考えると妥当な

選択であると考える。 

しかしながら、学校は 110 年以上にわたり、地域コミュニティ

や防災などさまざまな拠点機能を担ってきたことも忘れてはなら

ない。 

上田地区以降も統合を進めていかなければならないなかで、多

くの地域住民は旧校舎の有効活用や地域が疲弊することのない、

さらなる地域の発展・活性化を願っている。  

そこで、市長に見解を伺う。 

 

（１）旧校舎施設の活用に係る現状と課題は。 

（２）地域との連携はどのように進めていくのか。 

（３）災害や防災の対応はどのように把握しているのか。 

（４）統合による児童生徒への影響はないか。 

 

 

２ 登川河川公園の看板に工夫や整備を 

 

地球温暖化による影響なのか、毎年猛暑となり、多くの人たち

が河川公園に遊びに来ていただいており、ありがたいことである。 

しかし、マナーが悪い人も多く、ゴミを捨てる人や飲酒運転を

する人もいると聞いている。 

これからも多くの人からキャンプなど、遊びに来ていただくた

めには分かりやすく理解しやすい看板や安心して楽しめる公園内

の整備が必要である。 

１人でも多くの人から当市に訪れていただくためにも、防護柵

の設定・公園内の樹木の剪定・トイレの拡大・駐車場整備など公

園の整備が必要不可欠である。 

所見を伺う。 

議 席 

２２  

阿

部

久

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

１ ドライブレコーダー・防犯カメラについて  

 

   毎日のテレビ報道を見て分かる通り、ドライブレコーダーや防

犯カメラの設置は、時代の趨勢でもある。南魚沼市の公用車のド

ライブレコーダーや、公共施設の防犯カメラの設置は進んでいる

か。せめて通学・通園用のバスには優先的に設置するべきである

と思うがいかがか。 

 

 

２ 身を切る改革について 

 

   ８月に発表された国の人事院勧告は、６年連続の引き上げとな

った。南魚沼市では、これまで給与については国に準ずるという

考え方で、職員の給与改定を行なってきたが、今年も国準拠の考

え方に変わりはないか。 

   新聞やニュースで報道された通り、新潟県は財政難を理由に、

身を切る改革へと一歩踏み出した。我が南魚沼市の苦しい財政状

況を考えれば、この県の動きを見習うべきではないか。  

 

 

３ 美術品の管理について 

 

   南魚沼市が所蔵している美術品の管理は適切か。  

議 席 

７  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

 １ 骨髄等提供ドナー助成制度の導入について  

 

   白血病等の治療には骨髄移植等が有効とされているが、安定的

な移植の実施にはドナー登録者の増加が不可欠である。県内にお

いても、20 市中、12 市で骨髄バンクドナーに対する助成制度が導

入されている。当市においても早期に実施すべきと考えるが、考

えを伺う。 

 

 

 ２ 南魚沼市の防災対策と県原子力災害広域避難計画に対する評価

について 

 

 （１）県原子力災害広域避難計画については、３月議会で「はっき

り言ってまとまるわけがない。まとめるとしたら、我々が文句

を言います、絶対。」との答弁であったが、６月議会では「市町

村の意見をある程度反映・修正したもので、一定の評価はした

い。」とその評価が大きく変わってきているが、その根拠は何か

伺う。 

 

 （２）南魚沼市における防災行政無線体制では、原子力災害時や豪

雨災害時等の警報伝達、避難勧告、避難指示等の情報伝達対応

には十分といえない。 

    同報系、移動系を含めた体制の整備とともに、住基システム

と連動したＵＴＭ座標系地図システム等の整備による、県や県

消防本部、自衛隊との連携も可能な体制整備を図ることが急務

と考えるが、考えを伺う。 

 

議 席 

２  

 
 

 
 

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

 １ 放課後学童保育の待機者解消について  

 

   来年度の第２期南魚沼市子ども・子育て支援事業計画は昨年 12

月のニーズ調査を参考に作成するとあるが、ニーズ調査概要版報

告書を見ると、子育て環境や支援への満足度は上がっていないよ

うだ。母親のフルタイム就労率は前回より上がっている。自由記

述では「学童保育の受け入れ充実」を求める声が一番多くなって

いる。待機者の人数は平成 29 年度より減ってきたが、今年度も４

月１日現在で 37 人とまだ解消されていない。夏休み中ずっと仕事

を休まなければならない人や、人手不足が深刻な職場からも早急

な改善を求める声が上がっている。働きながらの子育て支援を充

実させ、少子化対策と移住定住施策にもつなげるべきと考える。  

（１）学校教育課に移管してからの具体的改善点を伺う。  

 （２）放課後支援員の確保と人材育成はどう進んだか。 

 （３）今後の定員増加と待機者解消はいつ頃になると見込むか。 

 （４）長期休み期間の子どもの安全な居場所づくりは検討している

か。  

 

 ２ 人権尊重のまちづくりの推進について 

 

   第２次南魚沼市総合計画には「人権尊重のまちづくりの推進」

施策がある。７月末の人口は 56,248 人で前年同月比 810 人減にな

っている。市はまち・ひと・しごと創生総合戦略に沿って移住定

住推進に力を入れているが、人口減少の歯止めは見えていない。

市外に向けた施策と同時に市内の受け入れ体制を整えることも重

要であり、誰もが違いを認め合う共生社会の推進が定住施策にも

必要と考える。 

（１）男女共同参画を含む人権尊重に関連する普及啓発活動の実績

と今後の計画は。 

 （２）人権啓発ネットワークの整備拡充により移住者へのサポート

体制も構築されたか。 

 （３）性的少数者ＬＧＢＴの子どもたちの人権に配慮し中学校の制

服変更は検討するか。 

 （４）外国人の受け入れ体制について保育や学校現場でも準備が進

んでいるか。 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 １ 将来を見据え、行政運営をコンパクトにしていく考えはないか  

 

 

 ２ 西山地区圃場整備地の保全について伺う  

 

   圃場整備が完了して 40 年ほど経過する地区の保全にかかる多

くの費用を個人で負担している。畔の崩壊や条件が悪い圃場の改

修費用は、地区によって耕作者がその４割を負担する。これは個

人にとって大きな負担となり、耕作放棄になりかねない。中山間

地域等直接支払制度、多面的機能支払交付金などを利用してきた

が、限度がある。国、県、市で恒常的に支援する方法を考えるべ

きではないか。 

 

 

 ３ 市役所窓口での個人情報保護について  

 

   市役所の窓口では、相談がほかの人に聞こえて、市職員や相談

者にとって大変だと考える。声を完全に遮断できなくても、ほか

の人に聞こえづらい方法は考えられないか。  

 

議 席 

１２  

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

   南魚沼市のスポーツ施設について 

 

   南魚沼市はスポーツの場として、立地や気候面でも新潟県内で

は良い環境にあると考えている。また宿泊施設も近くに多くある

点でもスポーツ大会の誘致にも適していることは言うまでもな

い。スポーツツーリズムは今後の課題であるとして、平成 31 年３

月定例会で一般質問をした。スポーツ施設の中でも人気の施設の

稼働率をさらに上げ、周辺の民間業者も含めて「稼げる」スポー

ツ大会などの充実を図るための施策について質問をする。 

 

（１）大原運動公園の各運動施設の稼働率と利用料の相関はいかに。 

 

（２）大原運動公園周辺の各民間業者との連携はいかに。  

 

（３）スケートパークの利用状況と大会などの誘致活動はいかに。  

 

（４）その他のスポーツ施設で、合宿などの長期滞在が可能なジャ

ンルはどのようなものか。 

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

新学習指導要領実施後の学習支援について  

 

過去の質問で、来年度から実施される新学習指導要領実施後、

先生方も子どもたちも大変苦労するだろうと話した。 

総務文教委員会では、新しい時代に向けて画期的な取り組みを

している杉並区と常総市を視察したが、それはすぐに実行したく

なるような意義ある内容であった。新学習指導要領実施後、さら

に加速すると予想されるのは、「つまずきの放置」と「学び残し」

である。 

この部分への対応は、子どもたちの将来に関わってくる重要な

課題だと考える。来年度以降、どのような学習支援を行っていく

のか。 

 

（１）新要領実施による遅れがちな子どもに対するケアをどう考え

ているか。 

 

（２）①土曜日学習をさらに充実させ、放課後の補習教室を行うべ  

    きではないか。 

 

    ②補習教室を実施する場合、人材確保をどうするか。 

 

（３）学童保育は単なる子どもの預かり場ではなく、放課後補習教

室のような学習支援と連携させ、あくまでも基礎学力の向上を

目指すべきではないか。 

 

（４）子どもたちの将来のための学習支援である。大胆な予算確保

が必要ではないか。 

 

議 席 

９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－14－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

   新ごみ処理施設について 

 

   私は平成 27 年６月以来、新ごみ処理施設建設・ごみ政策につい

て 12 回質問をしてきた。最近は新ごみ処理施設建設地の決定が暗

礁に乗り上げていることを指摘している。  

   市長は「湯沢町・南魚沼市・魚沼市」議会議員協議会総会の挨

拶で「建設地の選定結果が出ていないで迷惑をかけている。職を

賭して頑張る」。今定例会の所信表明には「５月に周辺集落区長と

の意見交換で、地元協議会の立ち上げは困難との意見をいただい

ていて、意見集約の方法などについて検討を重ねている状況」と

ある。 

 

 （１）あくまでも国際大学用地内として進めていくつもりか伺う。  

 （２）同意を得る方法は当初から示さなかったが、どうまとめよう

としているか伺う。 

 （３）５月 14 日の入札で「循環型社会形成推進地域計画策定業務委

託」を、（株）環境デザイン設計事務所が落札した。改めて入札

がされた理由と業務内容を伺う。 

 （４）新ごみ処理施設建設に当たって、決定しているとしている内

容を伺う。 

 （５）２市１町で新ごみ処理施設建設が取り組まれて６年が経つ。

作業部会と検討委員会で決定されたことが、決定したがごとく、

ごみ政策の根本が語られずに進んでいる。  

    パリ協定、廃プラごみ・マイクロプラスチック問題等が大き

く報じられ、2050 年には、ＣＯ２実質ゼロが唱えられているの

に、国は従来型の広域処理、大型焼却炉中心のごみ焼却政策を

押しつける構えだ。高度化・大型化された焼却施設は、建設費、

修繕費等も多大で、一度建設してしまえば、長期にわたって大

きな住民負担となる。地球温暖化に拍車をかけ、住民に多大な

負担をもたらす焼却依存から脱却し、住民と行政の協働のもと

にごみの大幅削減と資源化に踏み出すために、全国の先進的な

実践を参考にしながら議論する必要があると考えるが所見を伺

う。 

議 席 

１３  

 
 

 
 

岡

村

雅

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－15－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

 １ 10月から実施される保育料の無償化について市長の見解を伺う 

   

 （１）政府は今回の無償化の財源に消費税増税分を充てるとしてい

るが、低所得者ほど負担の重い消費税は、財源として相応しく

ないと思うが、市長の認識を伺う。 

 

 （２）給食費が実費徴収されるが、子育て支援のためにも無償化に

する考えはないか、市長の見解を伺う。  

 

 （３）2020 年度からは無償化の費用が全額市の負担となる。これに

よって民営化が加速する危惧があるが、市長の見解を伺う。  

 

 

 ２ 統一的な基準による財務書類の公表について伺う  

    

   平成 29 年度分が６月に完成したようだが、議員には知らされな

かった。この点をどう受け止めているか、市長の見解を伺う。  

議 席 

５  

 
 

 
 

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－16－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

 １ 当市における出産・子育て支援策推進について  

 

   すべての子どもが健やかに成長していけるよう、またお母さん

が安心して赤ちゃんを産み育てられるように、行政・地域を挙げ

て応援していくことが大切である。 

   少子高齢化が進む南魚沼市において、人口減少が社会にもたら

す変化は現在の常識を覆すものだとも考えられる。政治は責任で

ある。将来に向けて、何ができるか皆で考えていかなければなら

ない。子を持つ幸せが感じられる政策を望む。 

   そこで、当市の支援政策を伺う。 

 

（１）多子世帯に独自で応援する政策を含め、10 月からの幼児教育・

保育の無償化に向けた当市の財源確保について伺う。 

 

（２）学校、保育園を含め第３子以降の給食費の無償化について伺

う。 

 

（３）現在 42 万円の出産育児一時金の引き上げ拡充について伺う。 

 

（４）ロタウイルスワクチンの公費一部助成について伺う。 

 

 

 ２ 東京オリンピック・パラリンピックに向けた当市の観光立市へ 

  の具体策を伺う 

 

   訪日外国人の増加が続き、国内各地の経済を押し上げている。

日本政府観光局は７月 17 日、今年上半期（１月～６月）の訪日外

国人旅行者が推計で 1,663 万 3,600 人と、過去最高を更新したと

発表した。地方を訪れる訪日客の増加は、体験型観光など「コト

消費」への関心の高まりが背景にある。実際、外国人の呼び込み

に成功している観光地では、各地の特色を生かした体験型観光が

盛況である。オリパラが開催される中、地方誘客の流れを加速さ

せ、地域活性化につなげる取り組みの重要性が増している。そこ

で当市の具体策を伺う。 

議 席 

１６  

 
 

 
 

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 


